　　　褥瘡予防対策管理委員会　第10回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録日：平成30年3月6日　　
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
１．褥創発生者の確認

＜東病棟＞。
・沢田　キエ様～H30.2.6発生　両大転子　デザインＲ11点　処置はアズノール軟膏+ラップ保護

食事摂取量少なく、点滴24時間キープ中。
　

＜南病棟＞
・嶋守　與之様～H30.1.21発生　仙骨部 2/12 治癒

　　　　　　　　H30.3.1発生　 左腰部　デザインＲ4点　処置はアズノール軟膏+ラップ保護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事はむせ込みあり、1/4～全量摂取とばらつき見られており、摂取量少ない時は点滴施行している。

・滝沢　繁倫様～H30.2.27転入時持ち込み　仙骨部　デザインＲ6点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 右臀部　デザインＲ7点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 尾骨部　デザインＲ6点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 左臀部　デザインＲ9点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 処置はそれぞれ、アズノール軟膏+ラップ保護
                                         食事は拒否あり、1/4～1/2程度と少ない為、3/5よりハーフ食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ変更している。右大腿骨頸部骨折後の保存療法の方で主治医より3/5に離床可と指示が出たため、今後離床促していく。

＊現在褥瘡者2名。
＜西病棟＞

・特記事項なし
＜北病棟＞

・特記事項なし

＜南山苑＞

・榎本　栄子様～H29.5.22（持ち込み）①仙骨部⇒H30.2.19治癒

・白鳥　キエ様～H29.10.16発生①右下腿部⇒デザインR　4点　

　　　　　改善傾向。浸出液・壊死組織なし。良性肉芽形成90％
　　　　　処置内容変更あり、イソジンシュガー⇒ゲーベン⇒

　　　　　ゲンタマイシン+ガーゼへ変更となる。

＊現在褥瘡者1名。　　　　　　　　　　　　　　　　

＜南寿の里＞
・褥瘡者なし
＜五福＞

・褥瘡者なし

連絡事項

・平賀ＩＯＯのビデオ研修を今後予定しており、日時調整中となっています。
・次回の委員会は3/6（火）16：00～病院2階会議室で開催予定となっています。

